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日本における万博の歴史

2027年国際園芸博覧会は、2025年開催予定の大阪・関西万博に続いて国内では7回目の万
博です。また、AIPH（国際園芸家協会）が承認する最大規模（A1クラス）の国際園芸博
覧会としては、1990年「大阪花の万博」以来37年ぶりの開催。

議題解決型のアクションが求められる万博において、生態系を含めた地球全体の課題解決
を目指して開催されるのが「GREEN×EXPO 2027」。



【参考事例】1990年国際花と緑の博覧会「大阪花の万博」
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➢ 1990年に大阪市の鶴見緑地が会場となった、アジアで最初の国際園芸博覧会である。政府の緑
の３倍増構想、大阪市のまちづくり構想等を背景に、わが国の緑化の飛躍を目指して開催した。

開催概要

名称
国際花と緑の博覧会
（略称：花の万博 EXPO’90）

カテゴ
リー

BIE 特別博
AIPH A類1 大国際園芸博

テーマ 自然と人間の共生

会期
1990月4月1日〜9月30日
（183日間）

開催地 大阪「鶴見緑地」

会場面積
約140ha
（駐車場・関連施設等を含む）

入場者数 23,126,934人

自治体参加概要

参加自治体数：66団体
• 全都道府県が庭園出展や催事に参加
• 大阪府市・東京都はパビリオン出展
• 市町村も出展（府内１４ 府外５）



〇 開催日程：2027年3月19日(金)～9月26日(日)の約6か月間

〇 開催場所：神奈川県横浜市（旧上瀬谷通信施設）

〇 参加者数：1500万人（地域連携やICT（情報通信技術）活用などの多様な参加形態を含む）

開催日程・開催場所

✓ 周辺各駅からのシャトルバス、主要
 ターミナルからの直行バスによる輸送

✓ 会場外駐車場の確保（パーク＆ライド）や
ICTの活用による混雑緩和

多様な
自然の風景が
残るエリア

博覧会区域想定

博覧会区域：約100ha（内、会場区域 80ha）
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【現地写真】

会場予定地の様子

• 会場は横浜市の郊外部（旭区・瀬谷区）に位置する
旧上瀬谷通信施設

• 2015年に米軍から返還された約242haの広大な土地
で、そのうち約100haが博覧会区域

• 長年にわたり土地利用が制限されてきたことから、
農地や緩やかな起伏の草地など豊かな自然環境が広
がり、南北に流れる相沢川、和泉川の源流部、谷戸
地形等の貴重な自然資本が残っている。

【航空写真】 【航空写真】
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GREEN×EXPO ２０２７ のテーマ

幸せを創る明日の風景
Scenery of the Future for Happiness

幸せを感じる花、幸せを導く緑、幸せを運ぶ農(みのり)、
それを支えるコミュニティと水と大地

花や緑との関わりを通じ、自然と共生した持続可能で幸福感が深まる社会の創造

SDGs 目標年の３年前に開催される国際園芸博覧会として、
持続可能な社会の形成に向けた

取組の成果を確認し、世界と共有することで、より確実なものとする機会に

【サブテーマ】

自然との調和 Co-adaptation / 緑や農による共存 Co-existence

新産業の創出 Co-creation / 連携による解決 Co-operation
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GREEN×EXPO ２０２７ の開催趣旨とコンテンツ

多様な業界や自治体だけでなく、市民を含めて産官学民でGREENの可能性を拓き、多様な価値との出会
いによる掛け算（×）により、具体目標と共に、課題解決の様々なイノベーションが生み出される博覧会

「植物」「花」「緑」を総称する言葉であり、「自然」「環境にやさしい」という意味を持つ
「GREEN」、国際的に共通する課題の解決に寄与する「EXPO」という語を掛け合わせること
で、SDGｓの達成やＧＸ（グリーントランスフォーメーション）の実現に貢献する博覧会とし
て、これからの自然と人、社会の持続可能性を追求し、世界と共有する場であることを表現

全員で一丸となり
テーマの実現にチャレンジ

各国・国際機関

日本国政府

自治体

企業

ベンチャー

NPO

業界団体

研究機関

教育機関

市民・ボランティア

その他
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２０２７年国際園芸博覧会への関わり方

屋内出展屋外出展

Village

ボランティア

共創による参加
コンペティ
ション

連携
開催

Farm to 
Table

STREET

行催事

パビリオン出展

自治体様が主体の参加

自治体様は、主体者として屋外または屋内に出展して頂きたいと思います。
協会主体の各種企画にも共創の形で合わせて検討頂けると幸いです。

寄附 植物供給
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出展の意義

博覧会理念構造 

 自然・人・社会が
 「共に持続するための最適解」を
日本・横浜から描く

地球規模の課題を意識し、不確実な

時代の先にある地球、社会、故郷、

私たちが幸せであり続ける明日は

どのような風景であるかを問いかけ、

GREENの力と産業活動が融合した姿

を示し、

テーマ「幸せを創る明日の風景」

を実現します。
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出展の目的（自治体のメリット）

1. 最上位の国際園芸博覧会で、知名度や存在感を世界的に向上

参加者は国内外の政府・企業・団体など数百団体を想定

2. 皆様の魅力ある取組を日本＆世界に向けて発信

持続可能な社会／花と緑のまちづくり／緑の食料システム戦略／生物多様性の保全 等

3. 1,000万人超の来場者に向けた大きな広報・PR機会

１日あたり最大10万人に、観光や移住、地域の物産PR等が可能

4. 参加者間の新たなつながりを獲得し連携や共創を拡大

自治体間や産官学との連携や共創、企業誘致の接点
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出展の概要（参加メニュー）

屋内出展

協会が会場内に建築する展示施設内で、本博
覧会のテーマ・サブテーマに則り、屋内庭園
や生け花、盆栽等の出展、地域資源のPR等
を実施

屋外出展

会場内の屋外展示区画で、本博覧会のテー
マ・サブテーマに則り、庭園や花壇の出展、
地域資源のPR、環境などの取組についての
出展を実施

パビリオン
出展

会場内の屋外展示区画内に建設したパビリオ
ンで、本博覧会のテーマ・サブテーマに則り、
地域資源のPR、環境などの取組について出展
を行うとともに、庭園や花壇の出展等を実施

コ 

ン 

ペ 

テ 

ィ 

シ 

ョ 

ン 

へ 

の 

参 

加
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• 地域の園芸家、生産者
等を招いてのワーク
ショップ・体験会

催事参加の概要

出展に合わせて、会場内の屋内外に配置
するイベント・催事スペースで、自治体
独自の催事を実施
自治体デーとして「都道府県の日」「市
の日」を設定したPR

催事参加

催事イメージ例

• 地域の生産品や加工品
などの物産販売（マル
シェ）

• 伝統催事など地域の特
性をPR

• 地域の企業と連携して
地域産業をＰＲ
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多様な出展イメージ【組み合わせ例】

①屋外出展（１００㎡）×大催事場参加 ②屋外出展（２５㎡）×伝統催事×物産販売

各自治体のニーズ等に合わせて、地域の企業・団体とコラボするなど多様な出展が可能

＊造園企業、観光団体、物産メーカーなどと連携＊造園企業、観光団体、祭事団体などと連携
※

※出典：浜名湖花博公式記録

③屋内出展（２０㎡）×屋内催事参加 ④パビリオン出展×物産販売

＊花き・園芸産業、市民団体などと連携

※ ※ ※※

＊花き・園芸産業、観光団体、物産メーカーなどと連携
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多様な出展イメージ【出展テーマ例】

花・緑
・技術、デザイン
・伝統園芸
・新商品
・企業連携
・生物多様性

農・食
・果樹・野菜・畜産
・里山の自然共生
・農福連携
・農業技術
・食文化
・ジビエ

観光
・地域特有の文化
・観光名所
・ガーデンツーリズム
・有名祭事
・国際イベント
・伝統工芸
・アート

地方創生
・移住促進
・企業誘致
・GX関連産業

各自治体の特色に合わせて、多様な出展・催事テーマを選択可能
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出展の想定場所

※2023年5月時点の案

屋内出展施設

自治体屋外出展

政府出展

国際出展

テーマ館（シンボル展示）
（協会屋内展示）

催事場所（現時点案）

※パビリオン出展の場所についてはご要望により調整
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コンペティ
ション

屋内出展

屋外出展

2027年度

基本設計
詳細設計

3～9月

2027年
国際
園芸
博覧会
の開催

2025年度2023年度 2024年度 2026年度

※2023年５月時点

今後のスケジュール（想定）

施工

⚫ ３月
屋外敷地渡し

⚫ 10月
屋内出展
スペース渡し

施工

基本設計・詳細設計 施工

⚫ ３月
屋外敷地渡し

参加申込参加検討

参加検討 参加申込

基本設計
詳細設計

参加申込参加検討

撤去

撤去

撤去

現在

参加申込・調整

審査

予算要求

予算要求

●募集開始
(10月頃)

施工

⚫ 10月
建物渡し※

参加検討 参加申込

撤去予算要求
基本設計
詳細設計

パビリオン
出展

・自主施工
の場合

・建物渡し
の場合

※詳細スケジュールについて精査中
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最後に
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以下ご参考
（ご担当者向けの出展諸条件等）



屋外出展（現時点での検討案）

個別出展 • 各自治体が個別に庭園またはパビリオンを出展

共同出展
• 自治体×自治体、自治体×企業、自治体×学校、自治体×団体など、
複数の主体とコラボの上、ひとつの共同庭園を出展

③ 出展形態

① 出展期間 ： 原則として全期間（192日間）

② 出展面積 ： １区画当たりの基準面積25㎡ 複数区画選択可能 （1２０区画を想定）

④ 出展方式

自主施工方式
• 出展者が自ら、デザイン・材料調達・展示施工・メンテナンス・撤去を行

う出展方式です。

負担金方式
• 出展者が支払う負担金に基づき、協会が材料調達、施工、維持管理、撤去

を実施する出展方式
• 自治体は負担金の支出、デザインの作成、庭園に使用する材料を選択。
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屋外出展（現時点での検討案）

⑤ その他

• 出展敷地の使用料は検討中（物販営業等を行う場合の取り扱いについては調整中）

• 敷地内での看板、ポスター、印刷物等の設置（建築施設内のみ）や、パンフレット、

チラシを配布する広報、PR活動は実施可とする予定
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① 出展期間

屋内出展（現時点での検討案）

② 出展面積 ： １区画当たりの基準面積20㎡ 複数区画選択可能

（全期間15区画、短期間20区画を想定）

全期間出展
• 全期間（192日間）の出展
• インドアガーデンやディスプレイなどの出展を想定

短期間出展

• 展示期間は9日間程度を想定しており、展示期間の終了ごとに入替を行う
予定

• 屋内庭園、フラワーアレンジメント、生け花、盆栽、農産物等の展示出展
を想定

• 出展期間に合わせて、季節や催事等の展示テーマを設定することも検討

自主施工方式
• 出展者が自ら、デザイン・材料調達・展示施工・メンテナンス・撤去を行
う出展方式

③ 出展方式
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屋内出展（現時点での検討案）

④ その他

• 屋内展示施設への出展料は検討中（物販営業等を行う場合の取り扱いについて

も調整中）

• 出展区画内での看板、ポスター、印刷物等の設置や、パンフレット、チラシを

配布する広報・PR活動は実施可能とする予定。
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令和５年６月１６日 

 
２０２７年国際園芸博覧会推進連絡会議への加入のお誘い 

 
１ 概要 

  ２０２７年国際園芸博覧会推進連絡会議は、本博覧会の円滑な準

備及び運営や、博覧会を契機とした花や緑、農、食に係る政策の更

なる発展に資することを目的に、令和４年 12 月に設置したものです。 

 本連絡会議では、本博覧会の最新情報の提供のほか、自治体の皆

様がどのように参画できるのか、またどのように花き産地やフラワ

ーパーク等を盛り上げていくのかなど、意見交換させていただきた

いと考えています。 

本博覧会の成功に向け、自治体の皆様との連携が不可欠ですので、

是非ご参加いただければ幸いです。 

 

２ 構成員 

  （１）都道府県 

  （２）市町村 

  （３）農林水産省･国土交通省 

  （４）公益社団法人２０２７年国際園芸博覧会協会 

   ※上記構成員以外の関係機関を構成員に加えることも可能 

 

３ 開催実績 

  （１）第１回 ：令和４年 12月２日 

主な議事：国際園芸博覧会の潮流、本博覧会の概要 

（２）第２回 ：令和５年５月 17日 

主な議事：自治体における本博覧会への参画 

  

４ 連絡先 

  （１）農林水産省農産局園芸作物課花き産業・施設園芸振興室 

     担当：吉田、森内 直通：03-6738-6162 

  （２）国土交通省都市局参事官（国際園芸博覧会担当）付 

     担当：兒島、望月 直通：03-5253-8134 

  （３）（公社）２０２７年国際園芸博覧会協会展示出展部展示課 

     担当：加藤、渡邉 直通：045-307-2057 



 

２０２７年国際園芸博覧会推進連絡会議設置要領 

 

令和４年 12 月２日 制定 

令和５年５月 17 日 改正 

 

（目的） 

第１条 ２０２７年国際園芸博覧会（以下、｢博覧会｣という）の円滑な準

備及び運営や、博覧会を契機とした花や緑、農、食に係る政策の更

なる発展に資することを目的に、２０２７年国際園芸博覧会推進

連絡会議（以下、｢連絡会議｣という）を設置する。 

 

（活動） 

第２条 連絡会議において、前条の目的を達成するため、次の活動を行う。 

 （１）博覧会の情報や課題の共有 

 （２）博覧会開催に向けた花き産地との連携に向けた意見交換 

 （３）博覧会と都市公園等との連携に向けた意見交換 

（４）その他前条の目的達成に必要な事項 

 

（構成） 

第３条 連絡会議は、次の各号に掲げる関係機関をもって構成する。 

  （１）都道府県 

  （２）市町村 

  （３）農林水産省･国土交通省 

  （４）公益社団法人２０２７年国際園芸博覧会協会 

   ２ 連絡会議が必要と認めるときは、上記構成員以外の関係機関を

構成員に加えることを可能とする。 

 

（運営） 

第４条 連絡会議の事務局は、農林水産省農産局園芸作物課花き産業･施

設園芸振興室及び国土交通省都市局参事官（国際園芸博覧会担当）

付に置く。 

  ２ 連絡会議の開催時期は事務局が判断し適宜開催するものとする。 

  ３ 連絡会議が必要と認めるときは、構成員以外の者を出席させ、

その意見を聴くことができる。 

 



 

（入会及び退会） 

第５条 本連絡会議に入会を希望する者は、その旨を事務局に伝えるも

のとし、事務局が入会の意向を確認したことを以て、入会するも

のとする。 

  ２ 本連絡会議からの退会を希望する者は、その旨を事務局に伝え

るものとし、事務局が退会の意向を確認したことを以て、退会す

るものとする。 

 

（その他） 

第６条 本要領に定めるもののほか、本連絡会議に関し必要な事項は、

連絡会議内で協議し定めることとする。 

 

（附則） 

 この要領は、令和４年 12 月２日から施行する。 

この要領は、令和５年５月 17 日に改正し、施行する。 



令和５年５月17日時点

区分 部局名

農政部生産振興局

建設部まちづくり局

農林水産部

県土整備部

農林水産部

県土整備部

農政部

土木部

農林水産部

建設部

農林水産部

県土整備部

農林水産部

土木部

農林水産部

土木部都市局

農政部

県土整備部

農政部

県土整備部

農林部

都市整備部

農林水産部

県土整備部都市整備局

産業労働局農林水産部

建設局公園緑地部

環境農政局農水産部

県土整備局都市部
神奈川県

東京都

第２回　２０２７年国際園芸博覧会推進連絡会議　参加リスト

北海道

青森県

岩手県　

宮城県

山形県

福島県

茨城県

栃木県

群馬県

千葉県

埼玉県

秋田県



農政部

県土整備部

農政部

建設部

経済産業部農業局

交通基盤部都市局

農林水産部

土木部都市局

富山県 農林水産部

農林水産部

土木部

農林水産部

土木部

農政部

都市建築部都市公園・交通局

農業水産局農政部

都市・交通局都市基盤部

農林水産部

県土整備部

農政水産部

土木交通部

農林水産部

建設交通部

環境農林水産部

都市整備部

農林水産部

まちづくり部

食と農の振興部

地域デザイン推進局

農林水産部農業生産局

県土整備部都市住宅局

農林水産部

生活環境部

山梨県

長野県

静岡県

新潟県

石川県

福井県

岐阜県

愛知県

三重県

滋賀県

京都府

大阪府

兵庫県

奈良県

和歌山県

鳥取県



農林水産部

土木部

岡山県 農林水産部

農林水産局

土木建築局

農林水産部

土木建築部

農林水産部

県土整備部

農政水産部

土木部

農林水産部農業振興局

土木部道路都市局

農業振興部

土木部

農林水産部

建築都市部

農林水産部

県土整備部

農林部

土木部

農林水産部

土木部道路都市局

農林水産部

土木建築部

農林水産部

県土整備部

知事部局農政部

土木部

農林水産部

土木建築部

札幌市 建設局みどりの推進部

仙台市 建設局百年の杜推進部

さいたま市 都市局みどり公園推進部

宮崎県

沖縄県

愛媛県

福岡県

佐賀県

長崎県

熊本県

大分県

鹿児島県

高知県

島根県

広島県

山口県

徳島県

香川県



千葉市 都市局公園緑地部

横浜市 環境創造局　みどりアップ推進部

川崎市 建設緑政局緑政部

相模原市 環境経済局

新潟市 土木部

静岡市 都市局都市計画部

浜松市 都市整備部

名古屋市 緑政土木局緑地部

京都市 建設局

大阪市 建設局公園緑化部

堺市 建設局公園緑地部

神戸市 建設局公園部

岡山市 都市整備局都市・交通部

広島市 都市整備局緑化推進部

北九州市 建設局　公園緑地部

福岡市 住宅都市局　公園部

熊本市 都市建設局

恵庭市 経済部

北海道農政事務所 生産経営産業部

東北農政局 生産部

関東農政局 生産部

北陸農政局 生産部

東海農政局 生産部

近畿農政局 生産部

中国四国農政局 生産部

九州農政局 生産部

内閣府沖縄総合事務局 農林水産部

北海道開発局 事業振興部

東北地方整備局 建政部

関東地方整備局 建政部

北陸地方整備局 建政部

中部地方整備局 建政部

近畿地方整備局 建政部

中国地方整備局 建政部



四国地方整備局 建政部

九州地方整備局 建政部

沖縄総合事務局 開発建設部　

総務部

財務部

企画調整部

推進戦略室兼企画調整部

広報部兼国際部

整備部

交通対策室

運営部

展示出展部

植物部

農林水産省農産局

国土交通省都市局

公益社団法人2027年国際園芸博覧会協会

事務局
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